
・魅力的な未利用資源を探したい。

・アップサイクルビジネスのパートナーを探したい。
（例：自社で余っている未利用資源を他社に販売したい。）

・アップサイクル製品を自社で販売したい。

・食品/飲料メーカー
・原料/素材メーカー
・プラスチックメーカー
・化粧品メーカー
・小売業者 など

こんな方大歓迎 業種

市場調査等の実施
県が市場調査等を

実施し、結果を情報
共有します。

フォーラム入会のメリット（令和４年度）

F/S調査実証委託※

事業可能性調査の
実施を予定しています。

入会
無料

本フォーラムは、アップサイクルビジネスに関する情報共有や
会員によるネットワークの形成を通じて、アップサイクルビジネスの創出を

促進することを目的としています。

※公募により対象企業を決定します。

セミナー等の開催
外部講師をお招き

し、重点テーマ毎にセ
ミナー等を開催します。

ネットワークの形成
企業同士や支援機関

とのマッチングに取り
組みます。

日時 2022年 6月 29日（水）14:00～16:30

ウエディングプラザ アラスカ 3階「エメラルド」

会場参加 50名/オンライン参加 100名
※オンラインはZoomで配信します。

第１部

第２部

講演①「アップサイクルで作る新しい発酵ビジネス」

講演②「SDGsアウトサイドインでのアップサイクル商品の共創

～Break the bias！先入観を壊し無駄を価値に変える～」

講師 ㈱ファーメンステーション 代表 酒井里奈 氏

アサヒユウアス㈱ たのしさﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 古原徹 氏

14：15～15：00

15：00～15：45

ライトニングトーク
15：55～16：30

アップサイクルに関する自社ニーズ・シーズを
セミナー参加者向けに発表いただきます。

発表希望者は事前に申込ください（裏面参加申込書）。

参加
無料

講師

キックオフセミナーのご案内

場所

定員

青森県アップサイクルフォーラム
会員を募集します！

重点テーマ

・バイオプラスチック
・アップルレザーなど

・化粧品
・健康食品など

フォーラムでは、最終製品の種類によって関係する
企業が異なることから、「マテリアル」と「機能性」
の２つの重点テーマを設定しています。

詳しくは
県庁HPへ→

マテリアル 機能性



アップサイクルとは・・・
価値を高めたリサイクルのことで、ＳＤＧｓに取り組む企業の増加に伴い、新たな市場の拡大が期待される分野です。具体的には、

廃棄物や副産物など※、従来、不要と考えられているものや有効活用されていないものを、様々なアイデアや手法でさらに価値の高い
ものに転換することを意味しています。 ※果実の搾り粕、果実の皮・芯、酒粕、ホタテの貝殻など

「青森県アップサイクルフォーラム」入会及び「キックオフセミナー」参加申込書

本申込書に必要事項をご記入の上、下記までメール又はFAXでお申し込みください。

青森県新産業創造課 ライフイノベーション推進Ｇ（担当：坂本）あて 申込期限：6/22（水）
【E-mail】sozoka@pref.aomori.lg.jp    【FAX】017－734－8115

企業・団体名 代表者 職・氏名

所在地
〒

担当者 職・氏名

電話番号 E-mail

参加者１
□会場参加
□オンライン参加

参加者２
□会場参加
□オンライン参加

情報提供
①

□ ライトニングトークでの発表を希望する(申込時に資料をPDFで添付。(A4用紙1枚までとします。))
※多数の場合は主催側で選定させていただきます。

情報提供
②

□ 資料のみ参加者に情報提供したい(申込時に資料をPDFで添付。(各社A4用紙1枚までとします。))

※オンライン参加の場合は、後日、ミーティングID・パスワード等を記載のE-mailアドレスにお知らせします。

□フォーラムに入会します □セミナーに参加します

セミナー参加希望者は、下記もご記入願います。

１．趣旨説明（14：00～14：15）

２．講演①（14：15～15：00）
「アップサイクルで作る新しい発酵ビジネス」

株式会社ファーメンステーション 代表 酒井里奈 氏

東京出身。国際基督教大学（ICU）卒業。富士銀行（現みずほ銀行）、ドイツ証券などに勤務。
発酵技術に興味を持ち、東京農業大学応用生物科学部醸造科学科に入学、09年3月卒業。同年、

ファーメンステーション設立。未利用資源をサステナブルな原料や商品への再生、循環させる独

自の発酵技術を提供、商品開発に取り組む。

３．講演②（15：00～15：45）
「SDGsアウトサイドインでのアップサイクル商品の共創

～Break the bias！先入観を壊し無駄を価値に変える～ 」
アサヒユウアス株式会社 たのしさユニットリーダー 古原徹 氏

東北大学工学研究科修了。アサヒビール㈱に研究開発職として入社。「スーパードライ生ジョ

ッキ缶」のプロデュースに携わるほか、「森のタンブラー」等のSDGs商品の開発に従事。2022年

1月よりアサヒユウアス㈱たのしさユニットリーダーに就任。地域課題解決に対し、持続可能な

事業として取り組む新たな挑戦に日々たのしく奮闘中。

４．ライトニングトーク（15：55～16：30）
・事前に申込のあった発表者から、アップサイクルに関する自社ニーズ・シーズ等を各社2分程度で発表。
（例）「弊社では○○○の廃棄物が大量に余り、活用できるパートナーを探しています。」

「弊社では○○○な技術を持っているので、御相談に応じて提供が可能です。」
・発表希望者は、下記セミナー参加申込者の「情報提供①」の□にチェック。

※トーク終了後に、名刺交換を行う時間を設けます。

キックオフセミナー プログラム


